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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　１１月　１２日　（金）
司会者　橋本　彩花　　　記録　山地　孝志

	小向
	小林
	竹内
	清川
	橘
	三浦
	佐々木
	平間
	川守田

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	出張
	○
	○
	公休
	Ａ留守
	深夜
	準夜
	公休
	　準夜

	久保
	天間
	橋本
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地
	上野（雅）

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	深夜
	○
	ケース会議
	○
	産休
	休憩
	○
	CD留守

	佐々木（孝）
	相馬
	加藤
	池田
	富澤
	石岡
	小笠原（麻）
	貝塚
	小笠原（実）


	公休
	公休
	公休
	公休
	　

準夜
	○
	Ｄ留守
	Ｄ留守
	深夜

	大嶋
	鈴木
	沼山
	
	
	
	
	
	

	公休
	○
	学校
	
	
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。
＜連絡事項＞

・第５回院内研修が本日も行われます。
昨日参加出来なかったスタッフは出来る限り出席しましょう。
・11月16･17日（火･水）看護グループ研修があります。テーマは「救急対応」です。　対象スタッフは全スタッフです。出欠入力をしていないスタッフは早急に入力をお願いします。
　入力場所は看護課共有⇒グループ内研修出欠表　⇒救急対応11月です
＜患者様連絡事項＞

· 長根　矢一様～皮膚湿疹に伴い、日赤病院へ他科受診し他科薬処方されています。

　　　　　　　　皮膚状態改善している事から、他科薬は飲み切り止めとなっています。

　　　　　　　　引き続き、皮膚状態の観察と衛生管理に努め、悪化しないよう身体清拭、

　　　　　　　　や入浴等を実施して行きましょう。

・和田　敦子様～精神神経用剤の臨時薬、前回と同内容で７日分臨時処方となっています。現在、日課に関する確認行為は続いていますが、自分で切り上げる事も見られています。引き続き他者とのトラブルに注意し、精神状態・夜間の睡眠状況観察行っていきましょう。
・川守田　惇様～本日スタッフ付き添いにて日赤病院受診し、鼠頸部手術後の診察しています。腹部膨満も無く、創部状態も良好との事で、本日で受診終了とのことです。創部のガーゼ保護も終了とし、日常生活も普段どおりに過ごして頂いて良いとの事です。また、鼠頸部の痛みや突出があった際は、病院受診して下さいとの事です。引き続き創部の観察を行っていきましょう。
・木ノ下　ツヨ様～本日、日赤病院、循環器科・眼科を受診しています。

　　　　　　　　　眼科受診は次回受診１２月２４日となっています。

　　　　　　　　　　循環器科に関しては、本日心エコーを実施。陳旧性心筋梗塞疑いにて、後日、ホルダー心電図等の精密検査が必要との事です。

　　　　　　　　　　近日中に御家族が日程調整し、循環器科の予約をする事、日時が決定次第、病棟へ連絡し日程調整を図る事となっています。

・環境整備担当より

　掃除や整理・整頓を実施した際は、必ず各ユニットのチェック表に確認印をお願いしま

す。各月末にチェック表の決済をＳＧＭへ実施している為、協力をお願い致します。

・ＣＤユニット患者様の衣類整理について

　衣類を返却する際は、名前をしっかりと確認し返却しましょう。また、チェスト周囲の環境整備を徹底し、患者様にとって安心・安全な環境を提供するよう努めていきましょう。

＜患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・鈴木　正長様～個人購読による新聞や本、衣類・時計など居室における私物管理や整理整頓が自分で管理出来なくなっています。

　　　　　　　　　他患者様が持っていき、トラブルとなる危険がある為、生活機能回復訓練プログラムの時間を活用し、本人と一緒に身辺整理を実施していきましょう。

・中村　マス様～歩行状態思わしくなく「車椅子、使いたい。家に２個ある」と訴え聞　　

かれています。

現在の活動：①日中は杖歩行で、歩行状態は自分で判断出来ている。床を這って移動する事もあるが、自身で解決する事も出来ている。

②介助が必要である際はスタッフに伝える事が出来ている。

また、食事はＢユニットホールで摂取して頂き、夜間のトイレは自室にポータブルトイレを置き排泄出来ている。

　上記理由から、安易な車椅子の使用は避け本人の身体状況に合わせ、車椅子を使用する方法が良いのではないか？という考えから、本人の

身体状況、時間帯に合わせ、病棟の車椅子を使用していく事とします。

なお、自宅に車椅子があるか？の確認については、受け持ちスタッフが

保護者に電話連絡を実施していますが、連絡調整が上手く行かず、電話の

事実確認が取れていません。連絡が取れ次第、車椅子の依頼をします。

また、現段階において連絡が取れない状況である事をＰＳＷへ情報提供

していきます。

・谷内　愛子様～ＡＤＬの状態が低下している事は事実ですが、全ての活動をスタッフ介助にて実施する傾向が最近多く見られています。また、スタッフや他患者様の顔色や様子をうかがって依頼する傾向もあります。

スタッフ対応として以上の点を留意し、援助を実施して行きましょう。

①【時間・人・場所】を本人と一緒に現実見当し本当に介助が必要な部分を援助する。②「本人の訴えの裏には何かがあるはずだ」とスタッフが認識し、感情的とならず客観的に判断し援助を行う。
※①、②を展開していく中で精神症状も照らし合わせ、ケアを提供していきましょう。

















































